
輸入燃料体検査申請書の新旧比較

変更箇所 (変更理由)

記載の適正化。

実績を踏まえて引張強さ基準
値を見直したことに伴 う変
更。

「実用発電用原子炉に使用す
る燃料体の技術基準に関する
規則」において、室温と高温
の両方が記載されていること
を考慮し、高温の基準値を追
力日。

記載の適正化。

今回申請書

国 内は商業機密
のため、公開できません。

第 1-3表 燃料集合体主材料の機 1改特性

(*P端栓の引張試験は室温もしくイエ高温のいずれかで実施する.

建p室温の定義は適用十る引張試験規格で異なる。ASTM ESを適用十る場合には 10℃ ～38℃、

JS Z224と を適用十る場合には 10℃ ～35℃である。
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前回申請書

□ 内は商業機密のため、公開できません。

第 1-3表 燃料集合体主材判の機械特性
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燃料被務材

被覆管瑞栓

支持格子

制御棒案内シンブル

上部ノズルおよび下部ノズル

注 :端栓の引張試験は室温もしくは高温のいずれかで実施十る.

宝温の定義は適用する引張試験規格で異なる.ASTM E8を 適用サる場合には 10℃ ～38℃

)S Z2241を適用十る場合には ,0℃ ～35℃である。


